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２ 0     Me Vリニアックの運動エネルギー
加藤隆夫

20 Meリリニアックの出力エネルギーは、建設中の40 Meリリニアックの入射エネルギーとして重要
である。もっとも、40 Meリリニアックの綴方向のアクセブタンスは、Fig.１に示すように大きいの
で、わずかのエネルギー差は無視できろ。

Ｉ Ｉ20 MeVリニアックのエネルギー
設計値20 .826 MeV

２４測定値
１．リニアックの後方にアナライザーがあり、２０〉、智
keV x 96チャネルの分解能でエネルギー測畠２２
定ができる。ここ暫くの間は、校正が行わ
れていないのでエネルギーの絶対値は正薙に ２０

測定できない。
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発表されているが、以下の理由により使用
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できない。 Fig.1  40 Meリリニアックのlongitudinal
A.タンクのfie ld分布の傾きが平坦な
場合と、des ign値の約半分程度傾
けた場合の測定承ので、運転に使用しているfie ld分布と異承る。

B.タンクしベルCrf電場の相対的な強さ）を表す数字が現在の表示と変わっている可能
性がある。

３．間接的な推定ブースター入射の磁場CB - i n j e c t i o n )は、リニアックビームの運動量に
適合するように調整されていろと思われる。運転データの記録をFig.２とFi9.3に示す。タンク
しベルとB-injectionのあいだには、明らかな相関が見られるので、タンクしベルによりエネルギー
が変化する事が推定されろ。Fig.4に1981年以来のB-injectionを示す．1983年度の後半は、
Ｈ一入射、偏極加速、リニアックのQ-MAGNET No､１の故障などがあり、B-injectionの様子も
変わっているようである。Fig.５にワニアックエネルギーｕｓ・B-injectionを示す。

計算値
リニアックエネルギーの〔平均値）を計算機シミュレーションで求めろ。
入射粒子Win = 7５０ keV,    AW = 0, en = 0．4 'jrcra.mr

Q-inagnet fieldは設計値CKEK-73-4)を使用
'    field分布とtransit time factorは、次の二種類を使用した。

癖、

Ａ・設計値CKEK-77-3) E (MeV/i) = １．５ + 0.042        zは入り口からの距離
上式により表されるf ie ld分布を、f ie ldしべル= 1．０と定義する。

B.測定値CKEK-79-7)  F ig．6に測定値として計算に使用したfie ld分布(KEK-79-7)を
示す。この分布のどこの点を設計値の1.5MeV/mに対応させるかが、不確定として残るが、
この問題は、後に示すFig.７の横軸のオフセットに対応するので、ここでは無視する。
Fig.7に計算したビームエネルギーとfieldしベルとの関係を示す。．(A)は設計値、(B)は
測定値を使用していろ。前述のように、fieldのnormalizationの不確定性から、(B)の横
方向の位は移動する可能性がある。

fie ldしベルCFig .6)とタンクしベルCFig .2)の関係は、高周波大電力の測定の不確定性により
正確に決める事が難しいが、タンクしペルー6.0がfieldしバル=1.12程度と思われる。、ー…"；-．

40 Meリリニアックの入射エネルギー
20.6 MeVと仮定した。設計値
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B-injection vs Tank level
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Fig.3.B-iniection usリニアック
タンクレベル。18983年11月-84年
２月のRUN毎の平均値。

Fig.2 B-injection vsリニアブク
タンクしベル。18983年11月一
８４年２月のsampling.
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Fig. ５リニアックエネルギーvs B-injection.Fig. 4 B-iniection (1981-1983年度） '魂
一 一 ■ ■ ■ 一 一 ● ●

AuER“EELECTRXcF1ELD
8.1

車０。『■《ロ●■画『●■』●■》勺『●『》●■●ｂ

0. .

ａ、ｅ-ｅ-ｅ=ご一宮8.コ …

（崖の霞）声四角のロ①一コ。-コ。

8昌

0.1

③･･･.｡･･国
』釧

⑨..･･Ｕ2０．４仏１

四

Ｌ

0。

1 . 2 １ ． ３１ １．１●●
● & ０ ２ ０ ８ ８ ロ B ｅ ８ ● Ｂ ■ 晦 凹 。 ● - ● ■。 - 狸 ユ 。 埋 一 （ 叫

『19.9醜、伽gleg聾1ｃＦＩｃＭ

Fig､6 20 MeＶタンクのfield分布〈測定値） Fig. ７リニアツクエネルギー(計算値) us
field level．(A)  -設計値を使用

(B)  -測定値を使用
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